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インドシナ半島6か国を流下する国際河川

流域面積は日本の国土の2倍

内水面の漁業生産は世界一









淡水魚類の種数の多さはアマゾン河に次いで世界で2位

1217

781
624

549
438

330
318

261
257

228
226

202
195
193
192

FishBase (2009)



Baran (2010)を改変
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世界の淡水魚消費の上位4か国はメコンの国々！
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Sea耳石

Henicorhynchus siamensis



分析の流れ

耳石の摘出
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メタ生態系モデル





トンレサップ
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温度、DO、pH、光強度等

土壌、底泥（粒度、成分、分解活性）

湖水（栄養塩、クロロフィル、藻類等）

一次生産（13C法）

生物（藻類、陸上植物、貝類、魚類）
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安定同位体を使った食物網解析
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自然湖の雨季
は何か違う…



植プラ
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 （メコンでは）ダムによって魚類の回遊がすでに制限されている。

 （メコン本流の）ドンサホンダムは魚類の回遊ルートを遮断する。

メタ生態系モデルもダム建設後の生物多様性の低下を予想した。

メコンのダム貯水池では高い一次生産が漁業生産を支えている。

リン濃度がさらに上昇するとアオコが発生し漁業に影響する。

ダム貯水池の魚類生産は “自生性”の有機物に支えられるが、自

然湖では“他生性”の有機物が重要である。

ダム貯水池の漁業は自然湖と比べ安定性・持続性が低い？





ご清聴ありがとうございました。


